
プレート境界における相互作用
back slip model (すべり欠損モデル)

横ずれ型プレート境界における地震間と
地震時の変形(Scholz,2002)

プレート境界断層面上のすべり時間関数
(佐藤・松浦, 1998)



粘弾性層を考慮したモデル

プレート境界断層面の形状(Matsu’ura & 
Sato, 1989)

プレート境界断層面上のunit dislocation
によるレスポンス(Matsu’ura & Sato, 1989)



粘弾性層を考慮したモデル　２

プレート相対運動による上下変動
(Matsu’ura & Sato, 1989)．プレート境界
地震の再来周期は200年．

プレート相対運動による変動ベクトル．
陸側プレートの十分離れた点を固定
点としている（深畑・松浦，1999)



粘弾性層を考慮したモデル　３

プレート相対運動による変動ベクトル．
陸側プレートの厚さが薄い場合（深畑・
松浦，1999)．

プレート相対運動による応力場（深畑・
松浦，1999)．トレンチ近くでは，相対
運動の方向に伸張となっている．



くいちがい理論による静的変位場

M:　ダブルカップルのモーメントプレート
変位は距離の２乗に逆比例する
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２次元モデルによる変位場

(無限に長い横ずれ型断層による変位場)

ポイントソースの重ね合わせ（近似）

下端が無限に深い場合
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Chinnery(1963)による厳密解

D:断層の下端の深さ，ｄ：上端の深さ
u：くいちがい，
d=0，Xが大きいとき
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無限に拡がった断層面上にくいちがいを
与えるとブロック運動となる



粘弾性と変位速度場
最上部マントルが緩和してしまうと地殻は無限に長

い板となる



無限に長い板
は歪まない

領域は有限の
サイズを持っ
ているか？



単純でないプレート境界における応力蓄積

折れ曲がったプレート境界における定常
的な沈み込みによって作られる応力場
(佐藤・松浦, 1998)



応力場と歪速度場の違い
メカニズム解等から推定された主応力軸の方向と

GPSによる歪場との関係

応力　＝　弾性定数 ｘ弾性歪（の絶対値）

GPSで観測されているもの：　歪速度
　　歪の増分であり，しかも，非弾性的な歪を含んでいる．

よって，応力場と歪速度場は，異なっていても良い．



GEONETによる歪速度(Sagiya et al., 2000)



観測されている歪速度場
　　Sagiya et al. (2000)に加筆

プレート運動の
方向（中国東北
部に対して）

兵庫県南部地震の震
源付近では，北西ー
南東，あるいは，西北
西ー東南東に縮んで
いる．



プレートの沈み込みによる「押し」



日本列島の応力場　　Sagiya et al. (2000)に加筆

最大圧縮応力
の方向

プレート運動の
方向（中国東北
部に対して）

プレート相対運動の方
向と必ずしも一致しな
い．

特に，西南日本で食
い違いが顕著．

内陸地震はどんな力
により発生するのか？



日本列島の応力場（岡田・安藤, 1985）



藤田・尾池



日本列島の応力場

(Nakamura and Uyeda,1980)

(Ukawa,198)



日本列島の応力場

塚原(1999)



日本列島の応力場

小菅・他(1994) 木村・岡野(1994)



日本列島の応力場

Wang and Suyehiro(1999)



プレート境界における相互作用

横ずれ型プレート境界における地震間と
地震時の変形(Scholz,2002)

プレート境界断層面上のすべり時間関数
(Matsu’ura & Sato, 1989)


